
授業科目名 疾病の成り立ち

単位 ―

時間数 70時間 学年 1学年

授業形態 講義 開講時期 前期～後期

１．疾病の原因、生体反応および経過の概要について基礎知識を学ぶ。
２．系統別に主要疾患について学ぶ。

１．疾病の成り立ちを学ぶ

２．病気の種類とその要因

３．先天異常

４．退行性病変と進行性病変

５．循環障害

６．炎症

７．腫瘍

８．免疫

９．臨床病理検査

１．病気の種類とその要因

２．先天異常

３．退行性病変と進行性病変

４．循環障害

５．循環障害による代表的な疾患

６．炎症

７．腫瘍

８．免疫

９．呼吸器疾患

10．気管支喘息

11．肺がん

12．心筋梗塞

13．心筋症、

14．血管の病変

15．消化器疾患（口腔疾患、唾液腺疾患、食道疾患、胃疾患）

16．腹膜疾患

17．肝臓疾患

18．血液・造血器疾患

19．内分泌・代謝疾患

20．腎・泌尿器疾患

21．脳神経疾患

22．女性生殖器疾患、乳腺疾患

23．運動器疾患

24．感覚器疾患（皮膚疾患、眼疾患、耳疾患）

25．臨床検査と看護・介助法

テキスト 新看護学２　専門基礎〔２〕　医学書院

評価の方法・基準 小テスト、筆記試験（１００点）
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